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を考察するために，本論文は第 I 部に理論分析を，また，第 II 部に，理論的考察に基
づいた実証分析を配置している． 
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人的資本量を表す）を採用し，この関数に技術革新を導入する．この場合，技術革新は，















人的資本生成関数（(2.9);   11log)(1  ititit eehh  , ith 1 ； 1t 期におけるメンバー i
の人的資本の獲得量, i










































































  令和元年（2019 年）12 月 20 日（金曜日）16 時 00 分から 17 時 00 分まで久留米大
学御井学舎第 3 会議室において開催された口頭試問および審査委員会により，解慶子氏
の論文が博士（経済学）の学位に値する研究であることを審査委員会は全員一致で確認
した． 
 
 
